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　山梨県ワイン酒造協同組合と富士吉田織物協同
組合が、8月30日に東京国際フォーラムにおいて開
催された『組合まつりin TOKYO』に出展した。
　このイベントは、2020年東京オリンピック・パラリ
ンピック大会に向けて、全国各地の中小企業の受
注機会や販路開拓、新製品・新サービスの開発促

進などの新た
なビジネスチャ
ンスの拡大を
図る「中小企
業世界発信プ
ロ ジ ェ ク ト
2020」と連携
して、東 京 都
中小企業団体
中央会が全国

各地の中小企業組合に呼びかけ、初めて開催した。
　屋内外の2会場に、東京都をはじめ全国から88
組合・団体が出展し、約2,500人の来場者が訪れ
た。屋内会場は、組合PRや展示・販売、匠の技、地
域の特産物、ものづくり技術などの7つのゾーンに
分けられ、来場者は足を止め出展者の説明に耳を
傾けたり、地域の特産物の試飲や試食を楽しんだ。
　また、屋外広場ではキッチンカー事業協同組合が
全国の名物を取り揃え、来場者や近くで働いている
サラリーマンやOLからの注目も集めた。
　本県からも2組合が出展し富士吉田織物協同組
合の㈲カシワギは、先染めで細番手の糸を高密度
に織った「ふじやま織」によるネクタイ、国産絹
100%で軽くて通気性と保湿性を備え柔らかな人
気商品「まわたスカーフ」の展示・販売を行った。
　山梨県ワイン酒造協同組合からは東晨洋酒㈱、

モンデ酒造㈱の2社が出展。甲州や人気ワインの他
に手軽な缶ワインや数量限定で山梨県内のみ販売
のスパークリングワイン等を揃えた試飲・販売を行
い、終始人だかりが絶えなかった。
　全国の組合が一同に会するイベントは初めてで、
会場内では他の組合と連携しようと名刺交換や情
報交換する姿も目立ち、新たなビジネスチャンスの
拡大に繋がる機会となった。

　山梨県木材製品流通センター協同組合（戸栗
敏理事長、組合員23社）は、9月7日に県立甲府城
西高校の「リビングデザイン」履修者27名の視察
を受け入れ、木造住宅の特徴やプレカット加工の
流れ、現場への搬入と上棟まで行っている組合の
事業の説明を行った。
　この取り組みは高校側からの要請により実現し

たもので、組
合では履修
者の中から
将 来 ハウス
デ ザイナ ー
が 誕 生し、
豊富な山梨
県の木 材を
活 用した住
まいのデザ

インに活かされるようになればと期待している。
　組合は、平成10年に県産木材の需要拡大のた
めに、県産木材の生産―加工―流通―消費にか
かわる各分野が連携し県産材利用のトータルシス
テムを構築することを目的に設立され、本県の住
環境に適したプレカット木材の提供を行ってい
る。
　プレカット工場の責任者である戸栗哲也理事は
「県内の建設業者や住宅を建てたい方から支持
され続けるためにはどうすれば良いか常に考えて
いる。これまでも、建築主の希望に応じて、使用す
る木材やプレカット加工の工程を見せるなどの消
費者向けの取り組みを行ってきた。また、毎年、甲
府工業高校や若草中学校から短期のインターン
シップや職場見学会の受け入れも行ってきた。若
い世代に県産材利用の重要性を知ってもらい、将
来の木材関連業界の担い手づくりや職業意識の

醸 成 の た め
に、さらにイン
ターンシップ
や職場体験の
受け入れを積
極的に進めて
いきたい。」と
語る。
　組合では、県産材の多面的な活用を目指して、リ
フォーム相談、駐輪場サイズの庇（ひさし）、外構
フェンス、木製テーブルの作成などオーダーメイド
の木製品の製造も受けている他、近年注目が高
まっている薪ストーブやペレットストーブの紹介、
燃料となる薪やペレットの販売も行っている。ま
た、一般利用が可能な研修施設もある。
◆詳しくは、山梨県木材製品流通センター㈿　

☎055-284-8888 まで

まわたスカーフの巻き方を実演
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オーダーメイドの庇・フェンス例

盛況な山梨のワインの試飲ブース

　ものづくり補助金事業の地域事務局を務めている山梨県中央会ものづくり支
援センターでは、9月11日にベルクラシック甲府で、平成27年度のものづくり補
助金において公募申請支援を行った認定経営革新等支援機関（認定支援機関）
による情報連絡会議を開催した。
　本情報連絡会議の開催は、ものづくり試作開発事業に取り組んできた事業者
が補助事業終了後にも事業成果を活用し経営力の強化や発展に繋げるための

フォローアップ支援体制を強
化するため、関係機関が保有
するノウハウや各種情報を共
有し支援を着実に行える仕組
みをつくることを目的に開催
したもの。
　当日は、県内11ヵ所の認定
支援機関の担当者に加え、関
東経済産業局と全国地域事
務局である全国中小企業団

体中央会、山梨県産業技術センター、よろず支援拠点から合計26名が出席し
た。
　会議では、関東経済産業局から、中小企業政策審議会中小企業経営支援分科
会の資料に基づき中小企業支援機関の役割等の説明、全国地域事務局から認
定支援機関の補助事業者への支援状況及び要望等を調査に基づき説明が行わ
れた。県産業技術センターとよろず支援拠点からは、それぞれが行っている支援
内容や施策の活用方法について説明が行われた。
　出席した認定支援機関の担当者からは、ものづくり補助金に対する認定支援
機関としての課題や問題点、取り組み状況等が説明され、「今後は関係機関と連
携を深め、ものづくり補助金に関する情報を共有し、支援に繋げていきたい」な
どの意見もあり、認定支援機関・関係機関・補助事業者の連携の必要性を再確認
することができた。
　中央会では今後も引き続き、ものづくり試作開発事業に取り組む事業者への
フォローアップ支援を着実に行うことのできる環境を整備するとともに、各認定
支援機関等に対して積極的に情報を提供することで連携による支援を強化して
いくこととしている。

認定経営革新等支援機関との情報連絡会議を開催 山梨県中小企業団体中央会
ものづくり支援センター

施設見学を行う甲府城西高校生徒


